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調査研究実績 

の概要○○○ 

 
地域貢献への 

反映を踏まえ 

て記述のこと 

１．「糖尿病相談室」開設の目的 

 糖尿病と診断された方が上手に糖尿病と付き合えるよう支援することを目的に、本大学に糖

尿病相談室を開設した。相談には従来の方法ではなく解決志向アプローチを用いた面接を行

い、自分で自分の健康を考え、望ましい行動が選択できるよう支援することを目的とする。 

 

２．「糖尿病相談室」開設までの経緯  

 １）総社市役所健康づくり課への協力のお願い 

 ２）看護学科、栄養学科の教員へ協力のお願い 

  ・実行委員会の設置 

  ・専門性を活かしたフォローアップ体制の整備 

  （妊産婦、小児発症、コミュニケーションの困難な方など） 

 ３）吉備医師会の先生方へ協力のお願い 

  ・総社市健康づくり課の協力を得て、吉備医師会で内科を標榜している医師に「糖尿

病相談室」の開催趣旨を伝え、患者の紹介を依頼 

 ４）面接のための「解決志向」のための研修に参加 

・8月の「糖尿病相談室」開設に向けて、最初に、面接を行う看護師自身が解決志向ア

プローチを理解し、解決志向アプローチを用いた面接が実践できるよう研修会に参加

するとともに、解決志向アプローチの専門家に依頼して勉強会を開催し、解決志向に

ついて理解を深めるよう準備した。面接記録の分析方法や評価方法について共通認識

をもつよう勉強会を2回開催したうえで「糖尿病相談室」を開設した。 

 ５）「糖尿病相談室」のリーフレットの作成と予約方法の整備 

  ・健康づくり課で健康診断結果に加えて配布していただく 

  ・吉備医師会の内科を標榜されている医院に置かせていただく 

  ・市内の薬局、スーパーにおかせていただく 

 

３．「糖尿病相談室」の実際 

 １）糖尿病相談室の利用者 

  （１）利用者17名（男性7名、女性10名）、延べ人数 24名 

  （２）医師から紹介：5名、市役所保健師から紹介：5名、その他（チラシを見て） 



 ２）相談方法 

  （１）利用者の目的を確認し、目的を達成できるように時間を配分した。 

  （２）糖尿病を管理する上で必要な知識を提供した。 

  （３）健康状態を伝えるために抹消の血流量を確認した。 

 

２）栄養相談の実施 

  療養指導の患者で栄養指導を希望する者を対象に、栄養学科の教員が個別に栄養指導

を実施した。希望者には食事記録を記載してもらい、栄養計算をしてエネルギー、バラ

ンス、塩分摂取量を伝えた。 

３）料理教室の実施 

  平成26年2月14日に栄養学科の主催で料理教室を企画・実施した。当日は雪のため一旦

は料理教室を中止としたが、3名の参加者が大学まで来られたため、スタッフを含めた20

名で料理教室を開催した。 

 

４．今年度の課題 

 ①「相談室」の場所がわかりにくいこと、大学までの交通が不便で利用できないという

意見が聞かれたため、開催場所を考える必要がある。 

 ②総社市民の健康をサポートするためには、総社市役所健康づくり課と役割分担を明確

にしていく必要がある。 

 ③「相談日」を予定していた開催回数が少なく、臨時で開催したので、来年度に向けて

開催の回数、曜日を検討する必要がある。   

 ④「糖尿病相談室」がどの程度役立っているのか、効果を評価する必要がある。 

 ⑤HbA1c測定、微量アルブミン測定、末梢血流量の測定器を有効に使い方法を考える必要

がある。 

 



 
 


